
INFORMATION
施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

メナード美術館

一般 :1000 円　高大学生 :600 円　小中学生 :300 円

３月 29 日 ( 日 ) まで

所蔵企画展 日本画いまむかし－富士・琳派・人物－

(0568)75-5787

小牧市小牧 5-250

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

豊田市美術館

一般 :1500 円　高大学生 :1000 円　中学生以下無料

没後 50 年　髙島野十郎展

(0565)34-6610

豊田市小坂本町 8-5-1 ３月 15 日 ( 日 ) まで

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

岐阜県美術館

一般 :1000 円　大学生 :800 円　高校生以下無料

３月 13 日 ( 金 ) ～６月 14 日 ( 日 )

―モンスーンに吹かれたように―大移動と交流のアフリカーアジアの現代美術

(058)271-1313

岐阜県岐阜市宇佐 4-1-22

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

名古屋市美術館

一般 :2400 円　高大学生 :1700 円　中学生以下無料

３月 20 日 ( 金・祝 ) ～６月７日 ( 日 )

松本零士展　創作の旅路

(052)212-0001

名古屋市中区栄 2-17-25

施　設

ＴＥＬ

所在地

マコンデ美術館

料　金

期　間

催　事

一般 :1000 円　高校生 :800 円　小中学生 600 円

３月 14 日 ( 土 ) ～６月 14 日 ( 日 )

ティンガティンガ　サバンナの動物たち

(0596)42-1192

三重県伊勢市二見町松下 1799-4

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

三重県立美術館

一般 :1000 円　大学生 :800 円　高校生以下無料

３月 22 日 ( 日 ) まで

ライシテからみるフランス美術―信仰の光と理性の光

(059)227-2100

三重県津市大谷町 11

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

名古屋大学博物館

無料

５月９日 ( 土 ) まで

明治の博物画―奈良坂源一郎の蟲魚圖譜

(052)789-5767

名古屋市千種区不老町

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

ヤマザキマザック美術館

一般 :1000 円　小中高生 :500 円　小学生未満無料

10 月 18 日 ( 日 ) まで

所蔵品展ー春から秋へ―

(052)937-3737

名古屋市東区葵 1-19-30

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

豊田市民芸館

一般 :600 円　高大学生 :400 円　中学生以下無料

５月 24 日 ( 日 ) まで

ふたつのコレクション展　芹沢銈介の仕事／筆と言葉 杉本健吉と本多静雄の交流

(0565)45-4039

豊田市平戸橋町波岩 86-100

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

岐阜県現代陶芸美術館

一般 :340 円　大学生 :220 円　高校生以下無料

３月 15 日 ( 日 ) まで

美濃陶芸の系譜　玉置保夫展

(0572)28-3100

岐阜県多治見市東町 4-2-5

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

名古屋市科学館

一般 :2000 円　大学生 :1000 円　小中高生 :500 円

３月 20 日 ( 金・祝 ) ～６月 14 日 ( 日 )

大絶滅展　生命史のビッグファイブ

(052)201-4486

名古屋市中区栄 2-17-1





PICK UP

―

交
通
案
内―

▼
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
「
鳥
羽
」「
伊
勢
市
」、

Ｊ
Ｒ
「
二
見
浦
」、
近
鉄
「
宇
治
山
田
」

各
駅
の
最
寄
り
の
バ
ス
停
よ
り
三
交
バ

ス
バ
ス
停
「
池
の
浦
」
下
車
徒
歩
４
分

マ
コ
ン
デ
美
術
館

９
時
～
17
時(
入
館
は
16
時
半
ま
で)

名
古
屋
市
科
学
館

―

交
通
案
内―

▼
地
下
鉄
東
山
線
・
鶴
舞
線
「
伏
見
」

下
車
４
・
５
番
出
口
よ
り
徒
歩
５
分

▼
市
バ
ス
「
広
小
路
伏
見
」
下
車
徒
歩

５
分

▼
名
鉄
バ
ス
「
白
川
公
園
前
」
下
車
徒

歩
５
分

テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ 

サ
バ
ン
ナ
の
動
物
た
ち

開
館
時
間

期
　

間

観

覧

料

休

館

日

火
曜
日(

但
し
５
月
５
日
は
開
館)

、

５
月
７
日

３
月
14
日(

土)

～
６
月
14
日(

日)

一
般　
　
　
　
　
　
　

  
１
０
０
０
円

高
校
生　
　
　
　
　
　

  　

８
０
０
円

小
中
学
生　
　
　
　
　
　

  

６
０
０
円

９
時
半
～
17
時(

入
場
は
16
時
半
ま
で)

開
館
時
間

期　

  

間

観

覧

料

休

館

日

月
曜
日
、
毎
月
第
３
金
曜
日
、
５
月
７

日(

但
し
３
月
20
日
、
５
月
４
日
は
開

館) ３
月
20
日(

金
・
祝)

～
６
月
14
日(

日)

一
般　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

大
学
生　
　
　
　
　
　
　

 

１
０
０
０
円

小
中
高
生　
　
　
　
　
　
　

 

５
０
０
円

特
別
展 

大
絶
滅
展 

生
命
史
の
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ

　

タ
ン
ザ
ニ
ア
を
代
表
す
る
ア
ー
ト
の

ひ
と
つ
、
テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ
絵
画
か

ら
、
動
物
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た

作
品
を
紹
介
。

　

１
９
６
０
年
代
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
エ

ド
ワ
ル
ド
・
サ
イ
デ
ィ
・
テ
ィ
ン
ガ
テ

ィ
ン
ガ
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
テ
ィ
ン

ガ
テ
ィ
ン
ガ
絵
画
。動
物
や
自
然
、人
々

の
暮
ら
し
を
、
鮮
や
か
な
色
彩
と
平
面

的
で
装
飾
的
な
構
成
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
に

描
く
表
現
で
広
く
知
ら
れ
る
。

　

同
展
で
は
ゾ
ウ
や
キ
リ
ン
、
シ
マ
ウ

マ
な
ど
、
ア
フ
リ
カ
の
豊
か
な
自
然
の

中
で
生
き
る
動
物
た
ち
を
描
い
た
作
品

約
20
点
を
展
示
す
る
。

　

生
命
史
の
中
で
起
き
た
５
回
の
大
量

絶
滅
「
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ
」
の
謎
に
迫

る
展
覧
会
。

　

生
命
誕
生
か
ら
40
億
年
、
地
球
上
で

は
幾
度
も
生
命
の
危
機
が
訪
れ
た
。
同

展
で
は
そ
の
中
で
も
規
模
の
大
き
か
っ

た
「
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
国
立
科
学
博
物
館
の
古
生
物

研
究
者
全
員
と
火
山
研
究
者
の
協
力
の

も
と
、
最
新
研
究
を
紹
介
。
大
き
な
地

球
儀
に
よ
る
映
像
展
示
や
、
絶
滅
の
要

因
で
も
あ
る
火
山
活
動
を
体
験
で
き
る

模
型
な
ど
、
迫
力
あ
る
演
出
で
生
命
進

化
の
歴
史
を
た
ど
る
。

　

デ
ン
バ
ー
自
然
科
学
博
物
館
か
ら
日

本
初
公
開
の
標
本
が
来
日
。
日
本
か
ら

は
全
長
約
６
㍍
の
ス
テ
ラ
ー
ダ
イ
カ
イ

ギ
ュ
ウ
の
全
身
化
石
を
世
界
初
公
開
す

る
。

ウタツサウルス ( レプリカ ) 
三畳紀／魚鰭類／国立科学博物館



　
西
濃
運
輸
（
本
社
／
岐
阜
県
大
垣

市
）
が
愛
知
県
清
須
市
に
建
設
を
進

め
て
い
た
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成
。

２
月
17
日
に
竣
工
式
が
執
り

行
わ
れ
た
。
物
流
倉
庫
併
設

に
よ
る
機
能
向
上
お
よ
び
周

辺
施
設
の
業
務
・
集
配
テ
リ

ト
リ
ー
の
最
適
化
を
目
的
と

し
た
も
の
。

　
同
施
設
は
名
古
屋
第
二
環

状
自
動
車
道
の
清
洲
東
IC
至

近
で
、
東
名
高
速
道
路
、
名

　
音
楽
を
通
じ
て
闘
病
中
の
人
や

介
護
者
へ
の
応
援
、
介
護
医
療
従
事

あ
い
ち
健
康
の
森
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
音
楽
イ
ベ
ン
ト
開
催

西
濃
運
輸
名
古
屋
北
支
店
が

ロ
ジ
機
能
を
拡
充
し
て
開
業

ああああああああああああああ

神
高
速
道
路
、伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
、

名
古
屋
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

良
好
な
場
所
で
あ
り
、
同
社
で
は
全

国
各
地
へ
の
配
送
に
優
れ
た
リ
ー
ド

タ
イ
ム
を
提
供
で
き
る
と
す
る
。

　
ま
た
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
従
来
の

枇
杷
島
支
店
（
名
古
屋
市
西
区
）
を

移
転
し
、
一
宮

支
店
の
物
流
機

能
お
よ
び
大
曽

根
支
店
の
一
部

業
務
を
移
管
し

た
う
え
で
「
名

古
屋
北
支
店
」

と
し
て 

２
月

24
日
よ
り
業
務

を
開
始
し
た
。

　
名
古
屋
北
支

店
は
、
従
来
の

ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
に
加

え
、
倉
庫
保
管
・
在
庫
管
理
・
流
通

加
工
な
ど
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
機
能

を
融
合
し
た
「
ロ
ジ
・
ト
ラ
ン
ス
一

体
型
」
の
物
流
拠
点
と
し
て
設
計
さ

れ
て
い
る
の
が
特
徴
。
旧
枇
杷
島
支

店
に
比
べ
、
敷
地
面
積
は
約
１
・
８

倍
、
延
床
面
積
は
約
５
・
３
倍
、
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
面
積
は
約
１
・
７
倍

に
拡
張
さ
れ
、
物
流
倉
庫
面
積
は
一

宮
物
流
セ
ン
タ
ー
の
約
９
・
４
倍
。

保
管
か
ら
配
送
ま
で
を
一
貫
し
て
対

応
で
き
る
体
制
を
整
え
ら
れ
、
物
流

業
務
全
体
の
効
率
化
と
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
る
。

　
施
設
面
で
は
、
管
理
棟
に
シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
や
女
性
用
パ
ウ
ダ
ー

ル
ー
ム
な
ど
を
新
た
に
設
置
、
車
両

点
検
や
修
理
を
実
施
す
る
屋
内
車
両

整
備
ピ
ッ
ト
も
設
け
ら
れ
る
な
ど
、

従
業
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整

備
。
今
後
、
屋
根
面
に
７
２
２
㌔
㍗

の
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
方
式
に
よ
る

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
も
予
定
し

さ
れ
て
お
り
、
環
境
負
荷
の
低
減
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
最
適
化
の
同

時
実
現
を
目
指
す
と
い
う
。

　
セ
イ
ノ
ー
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
う

し
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
輸
配
送
を

融
合
し
た
「
ロ
ジ
・
ト
ラ
ン
ス
拠
点
」

の
全
国
展
開
を
進
め
て
い
る
。

者
へ
の
感
謝
、
そ
し
て
健
康
の
大
切

さ
を
伝
え
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト「
ハ
ー
ト
フ
ル
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
６
」が
、
３
月
20
日（
金
・
祝
）、

21
日（
土
）、
22
日（
日
）の
３
日
間
、
あ

い
ち
健
康
の
森
公
園（
大
府
市
）で
開

催
さ
れ
る
。
昨
年
春
に
続
い
て
２
回

目
。

　
主
催
は
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
活
動

を
続
け
る「
お
や
び
ん
」こ
と
小
松
健

二
氏
、「
徳
さ
ん
」こ
と
鈴
木
徳
弘
氏

ら
音
楽
仲
間
で
組
織
さ
れ
る
実
行
委

員
会
。コ
ン
パ
ル
、
サ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
名
古
屋
な
ど
の
地
元
企
業
も
協
賛

す
る
。

　
会
場
に
は
バ
ン
ド
演
奏
が
行
わ

れ
る「
バ
ン
ド
コ
ー
ナ
ー
」（
第
１
ス

テ
ー
ジ
）、
ソ
ロ
お
よ
び
ユ
ニ
ッ
ト
演

奏
が
行
わ
れ
る「
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

2026.3 2026.3 2026.3 2026.3

西濃運輸名古屋北支店の俊王式の様子

（上）と施設外観（右）

ああああああああああああああ



え
え
え
え
え
え
え

え
え
え
え
え
え
え
え
え
」

お
お
お
お
お
お
お
イ
ー
ダ
」

　
Ｚ
Ｉ
Ｐ
‐
Ｆ
Ｍ
主
催
に
よ
る
春
恒

例
の
ワ
イ
ン
ま
つ
り「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ

Ａ 

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
」

が
４
月
３
日（
金
），
４
日（
土
），
５
日

（
日
）の
３
日
間
開
催
さ
れ
る
。

桜
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今
年
は
矢
場
公
園
で
開
催

　
今
年
は
会
場
を
従
来
の
鶴
舞
公
園

か
ら
ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
南
の「
矢
場

公
園
」に
変
更
。会
場
で
は
桜
の
季
節

に
ぴ
っ
た
り
の
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
の
飲
み

比
べ
が
で
き
る
ほ
か
、
赤
、
白
、
さ
ら

に
近
年
注
目
の
オ
レ
ン
ジ
ワ
イ
ン
な

ど
、
約
10
ヵ
国
、
90
銘
柄
以
上
の
ワ
イ

ン
が
集
ま
り
、
立
ち
寄
り
や
す
い
都

心
の
緑
豊
か
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
ワ

イ
ン
を
楽
し
め
る
。

　
入
場
無
料
だ
が
、
ワ
イ
ン
試
飲
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
に
は「
ス
タ
ー

タ
ー
セ
ッ
ト
」の
購
入
が
必
要
。前
売

り
も
あ
り
、
Ｚ
Ｉ
Ｐ
‐
Ｆ
Ｍ
の
ワ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
ア
プ
リ「
酒
フ
ェ
ス
ガ
イ

ド
」
お
よ
び
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発

売
中
。当
日
会
場
で「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ

イ
ン
カ
ッ
プ
、
飲
食
用
コ
イ
ン
、
リ
ス

ト
バ
ン
ド
」へ
引
き
換
え
て
使
う
。

　
詳
細
は
左
記
の
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
で
確
認
を
。

h
ttp

s://z
ip

-fm
.c

o
.jp

/w
in

e
2
6
/

ク
コ
ー
ナ
ー
」（
第
２
ス
テ
ー
ジ
）の

２
ス
テ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
、
ど
ち
ら

も
投
げ
銭
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
な
っ

て
い
る
。
開
園
時
間
は
各
日
９
時
30

分
か
ら
。
演
奏
者
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
。

　
こ
の
ほ
か
会
場
で
は
大
府
市
消

防
本
部
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
、「
認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
に
よ
る
勉

強
会
、
医
療
関
係
者
に
よ
る
病
気
の

人
へ
の
関
わ
り
方
と
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
活
用
方
法
を
探
る
座
談
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
ま
た

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
飲
食
を
提
供
す
る

ほ
か
、
20
日
、
21
日
に
は
献
血
カ
ー
も

や
っ
て
く
る
。

2026.3 2026.3 2026.3 2026.3

（ 松波動物病院グループが開業 50 周年記念式典

　
弊
誌
ペ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
を
長
年

リ
レ
ー
執
筆
す
る
松
波
動
物
病
院

グ
ル
ー
プ
が
ど
開
業
50
周
年
を
迎

え
、
２
月
26
日
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
コ
ー
ト

名
古
屋
に
て
記
念
式
典
を
行
っ
た
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
現
在
松
波
動
物

病
院
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
名
誉

院
長
・
顧
問
を
務
め
る
松
波
恒
彦

氏
が
１
９
７
４
年
11
月
23
日
、
名

古
屋
市
天
白
区
に
、
当
時
で
は
破

格
の
規
模
を
持
つ
「
松
波
動
物
病

院
」
を
開
業
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　
そ
の
後
、
総
合
動
物
病
院
と
し

て
発
展
を
続
け
、
地
域
へ
の
高
度

な
動
物
医
療
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、

多
岐
に
わ
た
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

さ
ら
に
は
動
物
医
の
地
位
向
上
に

も
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。

　
式
典
で
は
50
年
の
歴
史
を
映
像

で
振
り
返
っ
た
後
、
松
波
名
誉
院

長
が
家
族
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

50
年
と
関
係
者
へ
の
感
謝
を
語
り
、

松
波
登
記
臣
現
院
長
は
挑
戦
し
続

け
る
組
織
文
化
と
と
も
に
誇
り
あ

る
職
業
と
し
て
次
代
へ
継
承
し
て

い
く
覚
悟
を
語
っ
た
。

　
来
賓
ら
か
ら
の
祝
辞
の
後
は
、

功
労
者
表
彰
、
そ
し
て
各
部
門
の

若
手
ス
タ
ッ
フ
代
表
ら
に
よ
る
「
未

来
へ
の
一
言
」
も
行
わ
れ
た
。

松波静佳ベッツジャパン社長（左端）が功労者を表彰

松波恒彦 松波動物病院メディ
カルセンター名誉院長・顧問

松波登記臣メディ

カルセンター院長

松波動物病院社長
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